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日付 対応

2025年
1月28日（火）

・陥没発生（トラック運転手が車両ごと落下）
・現地通行止め、救助活動開始
・下水道（入浴、洗濯など）の使用自粛を呼びかけ開始
（影響範囲:12市町 約120万人）→【2/12 解除】

2月5日（水） ・ドローンによる管内調査を実施し、管内にキャビンらしきものを確認

4月24日（木） ・仮排水管の設置工事完了、下水の切替え開始

5月2日（金） ・消防と警察がトラック運転手の救出作業を実施

9月4日（木）

・埼玉県が主催する「八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因
究明委員会」が中間報告
・今回の道路陥没は、埼玉県が管理する中川流域下水道の硫化水素
によって腐食した下水道管に起因するものであると考えられる

2026年 ・原因究明委員会が最終報告（2月19日）
・復旧工法検討委員会が本復旧工法を提案（5月12日）

■発生日時：2025年1月28日（火）午前9時49分
■発生場所：埼玉県八潮市中央一丁目地内 県道松戸草加線
■陥没規模：幅約40メートル、深さ最大約15メートル
■事故原因：硫化水素腐食による流域下水道管の崩壊
■下水道管：管径4.75m、昭和58年整備（経過年数42年）

１．埼玉県八潮市 道路陥没事故の概要



＊陥没は徐々に拡大
＊1月30日時点の体積は3,300㎥

RCセグメント
Φ4,750

14m

中川水循環センター

八潮道路陥没事故現場@R７年1月30日



上流側
（4.0㎥/s）

下流側

八潮市下水道
流入口（0.235㎥/s）

3.5m 陥没箇所：14m

1.9m

管頂接合
Φ3,000

チュウ4マンホール

残置されたシールド外殻：6.4m

管頂接合
Φ4,750

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

H2S 94ppm

陥没箇所の直上流マンホールの構造



供用開始(1983年)

94ppm

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

陥没事故の経緯



94ppm

"Reference: Michiko Hebiguchi, Global Works Co.,Ltd"

硫化水素による腐食の進行と空洞の拡大



https://www.youtube.com/watch?v=yyPhssDAvTg https://news.web.nhk/newsweb/na/na-k10014705621000

陥没シナリオの検証



94ppm

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

道路陥没直前



94ppm

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

舗装の落下（陥没）



94ppm

2025年1月28日9時49分)

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

トラックの落下



94ppm

※陥没部に土砂ダムが形成
※下水の管内貯留が始まる

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

劣化下水道管の崩壊



"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

瓦礫と土砂による下水道管の閉塞



日 時 状 況

1月28日
14:30頃

■県職員が上流側のMH水位が上昇していること目視
確認

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

下水道管が閉塞した状況証拠



"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

陥没部の土砂ダムの決壊(R7年1月28日24時頃)



日 時 状 況

1 月 29 日
00:00頃
～01:00頃

■消防によると陥没穴の状況は以下のとおり（00:20頃）
・陥没穴内の水量が増加し、臭気が発生するとともに
ガス検知器が鳴動（数値不明）
・トラックが引き込まれ、車両の向きが垂直に変化
・水が汚水か地下水か等の判別は不明
・急にクレーンのフックが揺れたと同時に、堆積物と
ともにキャビンが奥へ持って行かれた

■0時～1時頃に陥没箇所の下流にある中川水循環
センターへの下水の流入量が急激に増加（P21後述）

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

土砂ダムの決壊の状況証拠



4．2．2 処理場における流入量と水位の変化
以下のことから、事故発生の直前もしくは直後に下水道管が閉塞した可能性が高い。
1) 陥没箇所を通る中央幹線から処理場には、通常約230㎥/minとその他の幹線から約70㎥/minの合計約300㎥/minの下水が流入
2) 図4.2の中段に示すように、事故発生後に約300㎥/minから約70㎥/minまで流入量が減少
3) 減少した約230㎥/minの流入量は、陥没箇所を通る中央幹線の流量に相当
4) 図4.2の最下段に示すように、道路陥没後、流入渠水位が短時間のうちに1ｍ程度低下

4．調査、試験結果 ～処理場における流入量と水位の変化～

図4.2 処理場における水位と流入量の変化

この間にバイパス管
水替え(4/25)

水位安定

9:0018:00

2025/1/30

▼流入量低下

約230m3/minの流入量低下事故地点から処理場
までの下水到着時間(約30分)

▼水位低下

約1mの水位低下

流入量約300m3/minで安定
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(1/28 9:49）
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八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

土砂ダムの形成と決壊の証拠



94ppm

救出立坑予定

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

処理場流入量の安定(R7年1月29日8時頃)



陥没穴の底部(撮影：R7年2月2日）



陥没穴の直下流(撮影：R7年2月5日）

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日



日経クロステック 2025.03.21
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/03087/031800030/

八潮市道路陥没事故現場＠R7年3月



中川浄化センター

既設シールド管
Φ4,750㎜

仮排水管

"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

陥没箇所直上流のマンホールと角落しの構造



八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

陥没部（上流から下流）



第3回八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会 中間とりまとめ 2025年9月4日

RCセグメント（フラットバータイプ）

下水道管の硫化水素腐食状況

１次覆工



① ③

②

＜R７年2月11日(火)＞
埼玉県は掘削工事によりキャビンへのアクセスを行うことを決定
＜4月24日(木)＞
仮排水管(□2,000×3,000)によるバイパス工事が完了し、排水の切り替え作業を準備
キャビンに向けての鉛直方向及び上流側から掘削工事を引き続き実施
＜5月2日(金）＞
運転手の遺体を搬出
＜5月16日(金）＞
キャビンを搬出

① ①

運転手とキャビン（トラックの運転台）の救出



事故現場周辺への影響



仮復旧の状況＠R7年12月25日



https://www.yomiuri.co.jp/pluralphoto/20260415-GYT1I00127/

2026年4月15日



第一段階：救出活動
＊R7年１月～5月
＊仮排水路による水位低下作業

第二段階：仮復旧（臭気対策＆交通解放）
＊R7年5月～R8年4月
＊陥没部に仮復旧管の建設工事
＊一部交通解放(R8年4月15日）

第三段階：本復旧（複線化）
＊工事期間：５～7年間
＊劣化4㎞区間に新設下水道管の建設
＊一期工事（R8年度～：チュウ6-チュウ4）
＊二期工事（チュウ4-中川浄化センター）

道路陥没事故のまとめ



（１） 原因究明委員会は事故の責任は追及しない

（２） B判定（骨材露出：5年以内に改築）ではなく

A判定（鉄筋露出：直ちに改築）と考えられる

（３） 陥没箇所の硫化水素腐食のリスクの高まりは

推測できた

（４） 現状では空洞の発生と成長速度は予見できない

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

【要点】

２．原因究明委員会最終報告(R8年2月19日）



陥没箇所
2025年1月

2021年B判定箇所（委員会でA判定）

1997年に防食工事

陥没箇所
直下流の管内

2005年、15年に防食工事

チュウ3MH

1983年に供用開始

点検困難ヵ所の存在
全線で高腐食リスク
直上MHの防食工事

600m

1991~2002年度に全線でH2S調査

2023年94ppm、24年81ppm

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日

点検・調査に関する事実



B（骨材露出）か？ A（鉄筋露出）か？

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日



【課題：点検困難ヵ所の存在】
・陥没箇所は2011年から現在に至るまで点検出来なかった
・陥没箇所を点検困難ヵ所として指定していなかった
・陥没箇所を腐食の恐れのある箇所として認識していなかった

【埼玉県原因究明委員会】
⇒「点検困難ヵ所」の定義を見直すこと
⇒「腐食のおそれの大きい箇所」の評価基準を見直すこと
⇒点検・調査が困難な場合、その周辺の映像が取得できている
箇所で過去に実施した調査結果を用い、化学的腐食の状況を
比較する仕組みづくりを行うこと

【下水道管路マネジメントのための技術基準等検討会】
⇒中間整理において健全度区分に「診断保留」を新設

八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日
下水道管路マネジメントのための技術基準等に関する中間整理 R8年1月

点検調査の検討の結果、明らかになった問題と対応



３．埼玉県流域下水道陥没事故から得られた教訓



＊過去の調査結果（腐食の進行度合いや硫化水素濃度

周辺の状況等）や防食工事実績等の蓄積・共有が十分では

なく、適切な対応・判断が取れなかった。

また、道路の空洞調査や周辺のインフラの状況等の

情報共有も十分でなかった。

（八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書 R8年2月19日）

＊広域的自治体である埼玉県が各関係部署・機関から

情報を収集・一元化し、より迅速に情報共有が可能

となる仕組みの構築が望ましい

（八潮市中央一丁目交差点道路陥没救助事案に関する検討委員会最終報告について

（令和８年３月23日）https://soka-yashio119.jp/）

（1）情報の共有



（２）硫化水素腐食対策の確立
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"Reference: Michiko Hebiguchi, Lecturer at Nihon University

②コンクリートの腐食速度の推定式の確立が必要



出典：日本下水道事業団 下水道コンクリート構造物の腐食抑制技術及び防食技術マニュアル令和5年3月

JS式：94ppm⇒5.8mm/年 八潮：500mm/42年⇒12mm/年

既存の腐食速度式と実際の腐食速度



普通モルタル

抗菌剤入りモルタル

半年後

＊ポンプ場からの圧送管出口
＊H2S濃度 0～100ppm？

⇒腐食速度 50mm/年

＊直径50㎜
＊高さ100㎜

研究室の防食対策実験途中経過



１）下水温の上昇
・QOLの向上（温水便座、食洗器・・・）による下水温の上昇
・節水による温水割合の上昇
・温暖化による水道水温、下水温の上昇
・下水温の上昇による腐食関係細菌の活性化
・硫化水素の揮散速度の上昇

２）人口減少と節水による下水の管渠内滞留時間の増加
・嫌気状態の下水の増加

３）換気量の減少による管内硫化水素濃度の上昇
・不明水対策の進展とトレードオフの関係

今後、腐食は深刻化する可能性が高い！

硫化水素腐食は進行性の病気！



１．管路の安全性（状態と対策の要否）を評価する診断
基準を下水道法で規定

４．今後の展望

https://kantoolmagazine.blogspot.com/2026/08/sewer-law-reform-no-entry-2026.html



診断保留の新設



・処理場やポンプ場における沈砂量の時系列的な把握（南山教授）
・硫酸塩還元細菌や硫黄酸化細菌などの時系列的な把握
・他処理場や他ポンプ場との比較
・調査ボーリングによる埋設管の強度測定
・調査ボーリングによる硫化水素濃度の測定

分析及びグラフ作成
日本大学
南山瑞彦教授

診断保留ヵ所における点検調査方法１



＊勾配が5~15‰時、腐食の危険性が低い
＊5‰以下の緩い勾配では下水が滞留しやすく、嫌気性状態
となるためH2Sの発生を招く

＊流下途中で勾配が大きくなると流速により下水は撹拌され
嫌気性状態となった下水から気相へH2Sが放散される
出典：保坂成司、梶ヶ谷勝、大木宜章、高橋岩仁 既設下水道管腐食の実態調査結果に基づく多変量解析による下水道管の腐食予測の検討 下水道協会誌 Vol.42 No.517 2005/11 

なし

D

C

B

A
鉄筋露出

骨材露出

判定基準

経過観察

診断保留ヵ所における点検調査方法２



高低差が著しい箇所勾配が著しく変化する箇所

（下水道法施行令第5条の12 第1項３号）

腐食するおそれの大きい箇所



陥没前 陥没後

なお、当該クレーン車で引き出し活動準備中、現場指揮本部を設置していた箇所に異変を感じ
たため、八潮市の協力を得て空洞調査(20)を行ったところ、現場指揮

本部設置場所付近の歩道の下が空洞である可能性が高いことから、現場指揮本部の位置を
移動した。
(20) 空洞調査･･･地盤や路面下に存在する空洞等の調査を行うものをいう。
表面波探査、地中レーダ探査等がある。本事案では、ハンマーでの打撃を行い
その反発音から空洞の有無を確認する打音調査を実施している。

令和8年3月八潮市中央一丁目交差点道路陥没救助事案に関する検討委員会

診断保留ヵ所における点検調査方法３



【AIへの設問】
硫化水素ガスが年間94ppm発生する人孔で厚さ475㎜のコンク
リート管（人孔から10m下流地点）の腐食が予見出来たか？

【与条件】

① この人孔では年間94ppm以上の硫化水素が連続して発生

② 94ppmの硫化水素は、年間10㎜のコンクリート管を腐食させる

③ マンホールから60m下流地点のコンクリート管では 42年間で

250㎜(二次覆工厚）の腐食が観測されている（A判定相当）

④ マンホールから60m下流地点のコンクリート管では42年間で

100㎜（二次覆工厚の半分程度）の腐食が観測されている

（B判定相当）

⑤ 29年前にこのマンホールでは著しい腐食が観測されている

（防食工事を実施）

診断保留ヵ所における点検調査方法４



ケース 条件 予見可能性

１ ①②③⑤ 高

２ ①②④⑤ 高

３ ④ 中

４ ④① 高

５ ④② 中

６ ④⑤ 高

７ ④①② 高

８ ④①⑤ 高

９ ④②⑤ 高

ケース 条件 予見可能性

10 ③ 中

11 ③① 高

12 ③② 高

13 ③⑤ 高

14 ③①② 高

15 ③①⑤ 高

16 ③②⑤ 高

B判定ベース A判定ベース

③ 250mm/42年(A判定）
④ 100mm/42年(B判定）
⑤ 直上流人孔で29年前
に防食工事

① 94ppm

② 10mm/年の腐食

評価結果



２．重要管路の点検基準を強化

https://kantoolmagazine.blogspot.com/2026/08/sewer-law-reform-no-entry-2026.html



３．老朽化対策への市民の理解を醸成するため、下水道管理者に
よる維持管理状況（診断結果、対策内容等）の公表を義務化
⇒見える化

４．下水道の構造で考慮すべき原則を新たに追加
⇒維持管理に配慮する構造

５．計画的な改築を推進するため、改築費用を含む収支見通しの
作成・公表を努力義務化
⇒財政的な裏付け



ご清聴ありがとうございます


